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春陽の候、会員のみなさんお元気ですか。 

長い冬も終わりに近づき、心地よい春風が吹く季節となりました。 

さて、今回は平成２８年度若手後継者育成研修会の様子や感想、新規会員からのメッ

セージ、農林水産省・森武浩一課長補佐からのメッセージをご紹介します。 
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～（公社）中央畜産会発行「畜産コンサルタント２月号」より～ 

 

 全国の畜産に携わる女性のネットワーク「全国畜産縦断いきいきネットワー

ク」（会長＝小林陽子・三重県養豚経営）は昨年 11 月 30 日、12 月１日の２

日間、群馬県下で平成 28 年度若手後継者育成研修会を開催した。今後の畜産

を担う若手後継者同士の交流、またその親世代との交流を通じて、今後の経営

継承のあり方や後継者育成、地域リーダー育成等を考えることが目的で、全国

から集まった会員等 16 人が参加した。 

 研修会では、１日目に（一社）家畜改良事業団・前橋種雄牛センターでセン

ターの説明を受けた後に「若手後継者の育成やその支援について」をテーマに

意見交換を行った。翌２日目には群馬県安中市の酪農経営・須貝牧場を見学し

た。 

 家畜改良事業団で雌雄判別精液の技術について説明を受けた参加者からは、

「品種改良や性判別精液などの技術は事業団の方々の努力の結果。無駄にしな

いように牛を飼養したい」などの声がきかれた。 

 また、後継者育成についての意見交換会では、「先行きが不透明な中、次の世

代に就農をどう勧めていいのか」、「収益があるかは正直にいうと微妙だ。子ど

もは継ぎたいと言ってくれているが、厳しい」といった畜産をめぐる情勢を不

安視する声が上がった一方、「動物が好きなら継がせても大丈夫」といった前向

きなものまで幅広い意見が出た。 

 ２日目に訪問した須貝牧場は乳用牛約 124 頭（うち経産牛 78 頭、育成牛

46 頭）、繁殖和牛 37 頭（うち繁殖雌牛 26 頭、育成牛 11 頭）を飼養。平成

25 年には農山漁村男女共同参画優良活動表彰（農林水産大臣政務官賞）を受け

ている。平成 15 年に後継者の美穂さんが就農。その後省力化のために LELY

社の搾乳ロボット「ASTRONAUT」を導入した。昨年４月に経営移譲してい

る。 

 美穂さんは就農前、管理栄養士として一般企業に勤めていた。「最初は親孝行

のつもりで手伝いから始めた。就農したときは『酪農ではもうからないよ』と

周囲から言われたこともある。資金繰りや先のことを考えると大変だが、どの

仕事でも本人のやる気次第だと思う」と就農のきっかけを語った。 

 美穂さんが就農する以前、須貝牧場では出産後の牛の病気が多発していたと

いう。これを大きな課題と感じた美穂さんが地域の研修に参加、研修内容を両
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親と相談・検討し、飼料の見直しや３群管理を導入し、徐々に牛の健康状態が

改善された。これが美穂さんの自信につながったという。 

 須貝牧場では現在、父・耕治さんが飼養管理、飼料生産、母・艶子さんが保

育、育成、乾乳牛管理、そして美穂さんが搾乳、繁殖管理、搾乳ロボットの管

理を行っている。搾乳ロボット導入により、搾乳作業が省力化され、パソコン

による個体管理ができるようになったのが大きなメリットとのこと。一方で、

乳房の位置や乳頭の向きによってはティートカップの装着ができない、予備電

源がないため停電の際の対応ができないといった課題もある。「搾乳ロボットが

今後日本でさらに普及していくためには、搾乳ロボットに合った体型への改良

が不可欠だと思う」と美穂さん。 

 酪農以外の畜種からの参加者の中には、初めて搾乳ロボットを見た人も。「頭

がいいのねえ」といった声が聞かれた。 

 研修会では「カーフジャケットは手作りが一番」などといった“畜産女性あ

るある”も飛び交うなど、和やかな雰囲気で後継者育成への理解を深めた。（板

東 杏奈） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須貝牧場にて。上段右から２番目が後継者の須貝美穂さん。 

（公社）中央畜産会では「畜産コンサルタント」を毎月発行しています。畜

産総合誌として数々の話題、問題の提起をし、経営、技術、流通、時事など、

毎号特集を組み問題点の掘下げと追求を行い豊かな内容とわかりやすい情報

を提供しています。興味のある方は事務局までご連絡ください！ 

 



 
 

5 

 

 

 

 

 

【研修会にご協力をいただいた須貝美穂さんから皆さんへ】 

群馬県 酪農経営 須貝美穂さん 

研修に行っても他業種の方と会うことはあまりないので、養豚農家、養鶏農

家はこんなことをしているんだ、畜種によってこんなにも違うという話を聞け

て良かったです。 

また、普段は他県の人と会うことがなかったので、良い機会となりました。

元気なパワーをもらいました。 

 

 

【研修会に参加された皆さんの感想】 

栃木県 酪農経営 月井千枝子さん 

須貝牧場様、家畜改良事業団様、そして参加者の皆様、ありがとうございま

した。和やかな雰囲気で研修できてとても良い２日間でした。 

こんな研修を年２、３回各地で開催できたら、もっと多くの若い方に企画で

参加していただける様な。 

 

 

群馬県 肉用牛経営 岡田光美さん 

今回、第一線で働いている参加者の皆さんの話を聞くことが出来て良かった

です。また、皆さん生き生きパワフルで良い刺激をもらいました。 

家畜改良技術研究所での研修は技術の進歩の凄さに驚くばかりでした。 

初めての参加でしたが、勉強に、友達づくりに充実した二日間でした。 

担当の原子さん、お世話になりました。 

 

 

群馬県 酪肉複合経営 小池みどりさん 

家畜改良事業団の前橋種雄牛センターにおいて種雄はホルスタイン種も黒毛

和種もとても大きかったです。 

遺伝的な改良も血統から DNA にかわってきて雌雄産み分けもできるように

なったことを勉強しました。 

 

 

若手後継者育成研修会参加者の感想 
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埼玉県 肉用牛経営 谷口知子さん 

若手後継者育成研修会へ行き、参加者の皆様から元気なパワーをもらい、畜

種関係なく農家の嫁・娘・妻という女性だから共感できる様々な苦労や体験を

語り合い、有意義な時間を過ごすことができました。 

そして、このような機会があれば、是非また参加したいです。 

二日間、ありがとうございました。 

子供たちの理解のお陰で、今があり、毎日家族に感謝しています。 

 

 

埼玉県 養鶏経営 嶋田文代さん 

若手後継者育成研修会 in 群馬に参加させていただきありがとうございました。

特に印象的だったのは、見学させていただいた須貝牧場さん。若き女性が後継

者として頑張っている姿はとても頼もしく畜産業界にとっても嬉しいことです。 

搾乳ロボットの導入により 24 時間搾乳が可能になったとのこと。空気に触

れることなくパイプを通って保冷タンクまでミルクが運ばれている様子にも驚

きました。 

畜種は違えども感心させられることがいっぱいの研修でした。 

 

 

埼玉県 肉用牛経営 金谷恭子さん 

今回の研修会は、群馬県にある家畜改良事業団の家畜改良技術研究所に伺い

現在活躍している種雄牛の雄姿を見せていただき大変感銘を受けました。以前

は考えられなかった、雄と雌の精子を分離して子牛を産み分ける（それは神の

領域）卵をストローに詰める作業をしている所も見学させていただきました。 

二日目は、酪農家の須貝牧場に伺い見学させていただきありがとうございま

した。 

また、当日は群馬県で畜産農家をしている、みどりちゃん、てるみちゃんの

新参加もあり同時にいきいきネットワークの会員にもなっていただきました。

今後もどうぞ宜しくお願いします。 

 

 

愛知県 養豚経営 石川あい子さん 

待望の家畜改良技術研究所の視察、ありがとうございました。 

種の保存と改良は畜産では重要な分野です。その中で雌雄産み分け選別精液

の技術を見て日本の技術に驚きと感激でした。 

そして、素晴らしい須貝牧場さんの取り組みも頼もしく思いました。若いっ
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ていいなぁ～。 

群馬の皆様、有意義な一日をありがとうございました。 

 

 

三重県 養豚経営 小林陽子さん 

お世話になった家畜改良事業団では、見慣れている豚よりもはるかに大きい

牛の姿にびっくり！！ 
初めてみる機械や飼育方法など、畜種が違うだけでまだまだ知らないことが

いっぱいあることに驚きました。 
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平成 28 年度に新たに会員になられた皆様から自己紹介をお寄せいただきまし

た。 

 

群馬県 肉用牛経営 岡田光美さん 

群馬県赤城山南面で、和牛繁殖・成牛 57 育成 24 頭と夫と二人で飼育して

います。隣がゴルフ練習場なのでカラスがボールを牛舎内に落していきますし、

夜はそこそこ明るくて良いですよ。 

しかし、最近は住宅も増えてきて、牛も飼いづらくなりそうです。 

今年から友達二人と仲間入りさせていただきます。二人とも 60 歳を過ぎて

いたので考えてしまいました。「でも、」今しかないと思い、11 月 30 日の若手

後継者育成研修会に参加しました。 

そこには、生き生き、パワフルな会員さんばかりで勉強にもなり、元気も貰

いましたし、楽しい時間がもてました。 

「これは、入会するしかない」と思い、入会を決めました。 

この会を通して勉強や友達づくりをしたいと思います。 

皆様、よろしくお願いします。 

 

 

群馬県 酪肉複合経営 小池みどりさん 

私は生まれも育ちも嫁ぎ先も群馬県です。 

高校卒業後、就職、結婚してから就農しました。 

近所でトラクターを運転している女性に憧れ、大型特殊、けん引、限定解除

の免許を取り作業も手伝ってきました。前橋普及所職員より「農業機械士を取っ

てみないか」と声を掛けられ試験に挑みました。昭和 62 年 3 月に農業機械士

になって女性からの視点で安全運転を再認識するようになりました。 

現在は、繁殖和牛 34 頭、搾乳ホルスタイン育成も含め 22 頭の経営を夫と

営んでいます。 

将来は搾乳から繁殖にしようとしています。 

健康に気を付け、安全作業ももちろんですが、働く辛さ、楽しさが喜びにか

わるように仕事仲間と共に勉強しています。 

 

 

 

平成２８年度新規会員からのメッセージ 
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埼玉県 肉用牛経営 谷口知子さん 

我が家は私が物心のついた頃から牛がいましたが、当時は全く興味がないま

ま成人して嫁ぎました。その後、縁があって平成 15 年秋に家業を継ぐことに

なりました。夫は手探りで牧場をやり、私は子育てを中心に経理全般をやるよ

うになりました。平成 23 年の法人化を機に牧場の規模拡大が一気に加速し、

現在では和牛 2,000 頭になりました。 

今では時々市場に一緒に行って、良くなる牛を自分で吟味して購入していま

す。 

自分ができる事から一つずつ取り組んでいきたいです。 

 

 

三重県 肉用牛経営 門脇美千代さん 

三重県と北海道で和牛一貫経営と直売を四人の息子達がやっております。 

牛の仕事一筋に一生懸命でしたが、この歳（65 歳）になって、農業、時には

業種の違う方々から勉強させていただき、今さらと思うでしょうが、心も顔も

わくわくウキウキ、そして、キラキラと輝きつつあります。 

農業は、昔は男性の後ろに女性が隠れているような感じでした。仕事に対す

る口出し、経営に対しても女性の意見はなかなか取り入れられず、女性の立場

は寂しいものでした。 

でも、今では男性と女性が同じ線の上に立ち、家族、現場でお互いに意見交

換をして協力し合う気持ちが良い成績を残しているのだと思います。企業、大

学の先生方の研究はこの上ないものですが、農家の人の思考、行動、結果とい

うもの、全て現在の農業の成績を物語っているのだと思います。 

でも、先輩の方々の歩んでこられた農業に対する熱い思いを忘れず耳を傾け

続ける事を強く心に刻み、今後、悔いのない人生をと願っています。 

末長く宜しくお願い致します。 

 

 

福岡県 酪農経営 吉田益美さん 

はじめまして、福岡の吉田益美です。宜しくお願い致し

ます。 

私の家は、酪農と産業廃棄物業との複合経営です。 

酪農   成牛 ：45 頭 

育成牛：18 頭 

哺育 ：10 頭 

 昨年はじめて、いきいきネットワークの大会に題材の経営移譲に魅力を感じ
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参加させて頂きました。 

今現在、大会で講演いただいた森税理士さんと家の税理士さんとの話を総合

して経営移譲の準備をはじめました。 

大会の時に、皆様の話題の中でカラスの撃退法はフクロウが良いと聞き、早

速取り寄せましたが、効果が無く、今はグリーンレーザーポインターで追い払

うのが、一番効き目がありました。 

また、皆様の、元気と力を見聞きして若さを保ちながら、頑張ります。 
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平成 29 年 2 月 28 日 

１ 「全国畜産縦断いきいきネットワーク」（以下「いきいきネットワーク」と

いう。）の役員、会員や中央畜産会の皆様におかれましては、大変お世話になっ

ております。昨年８月から畜産部でいきいきネットワークの担当をしており

ます、畜産企画課の森武（もりたけ）と申します。昨年９月の総会や 11 月

の役員会では大変お世話になりました。既に 2017 年も早２か月が経過し、

皆様もお元気で活躍のことと存じますが、何卒本年もよろしくお願いいたし

ます。 

 

２ 今回、小職がいきいき通信に寄稿させて頂きましたのは、少々経緯があっ

て、昨年 11 月の理事会で、理事の皆様からご依頼いただいたことが発端で

すが、このような機会に農林水産省が今現在取り組んでいる内容について時

期をとらえて紹介させて頂くのも良い機会と思いお受けさせていただいた次

第です。 

ご参考資料として、いきいき通信の第 24 号、第 23 号を拝見させて頂きま

した。その中には昨年９月の総会及び行政担当者との意見交換会の概要や熊

本・大分地震への応援メッセージなど、残念ながら総会には参加できなかった

方への報告や被災された仲間への励ましなど、女性ならではの仲間をいたわる

心温まる内容が随所に見られ、大変興味深く読ませていただいたところであり、

原稿を寄稿された皆様及び編集担当の事務局など、関係者の皆様のご努力に深

く敬意を表するところであります。 

 

３ さて、早速、最近の農林水産省のトピックについて触れたいと存じます。

皆様におかれましては、昨年 12 月の平成 29 年度の畜産物価格及び関連対

策の決定については、既にご承知のことと存じますので、今回は、農林水産

省が策定した「農業競争力強化プログラム」について簡単にご紹介したいと

思います。 

今後の農政の取組の指針となる「農業競争力強化プログラム」13 項目が、

昨年 11 月に策定されました。うち畜産関係では、「11.肉用牛・酪農の生産

基盤の強化策」、「12.配合資料価格安定制度の安定運営のための施策」、「13.

 

農林水産省生産局畜産部畜産企画課企画班 

森武浩一課長補佐からのメッセージ 
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牛乳・乳製品の生産・流通等の改革」といった重点課題が網羅されており、現

在これらの課題に向けて支援策等を講じるなど、鋭意取組を進めている状況に

あります。 

＜参考URL http://www.maff.go.jp/j/kanbo/nougyo_kyousou_ryoku/＞ 

この他にも同プログラムの中では、「3.農政新時代に必要な人材力を強化す

るシステムの整備」として、「農業女子プロジェクト」等の展開を通じ、地域

農業の振興や農業経営の発展、６次産業化の展開などの取組で重要な役割を

担っている女性の活躍を推進することとしております。「農業女子プロジェク

ト」は、女性農業者のアイデアを企業の商品開発に活かすなど、農業に取り組

む女性の活躍を発信しております。既に皆様のご活躍は十分承知しております

が、このようなプロジェクトも利用して、いきいきネットワークの活動内容が

さらに広がるようご期待しているところ、これらの取組についても積極的にご

活用いただければと思っております。 

＜参考 URL  http://www.maff.go.jp/j/keiei/nougyoujoshi/＞ 

 

４ 既にいきいきネットワークは、畜種や地域を越えて横断的に集い、自由か

つ気軽に意見交換ができる雰囲気を保ちながら、情報発信や消費者との交

流・研修会等により、10 年以上の活動実績を積み重ねて来ており、ネットワー

クの充実を図ってこられたと承知しております。今後とも、女性ならではの

細やかな気配りや観察力などを発揮して頂き、畜産農家の思いやご意見など、

畜産現場が直面している事項について、様々な機会を通じてご教示いただく

とともに、我が国畜産のさらなる発展にご尽力いただきますよう、謹んでお

願い申し上げます。 

最後になりますが、いきいきネットワークの皆様にとって今年１年がより一

層光り輝く年になるよう、我々も畜産・酪農の振興について全力で取り組んで

行く所存です。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

農林水産省 生産局 畜産部 畜産企画課 課長補佐  森武 浩一 
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（順不同） 

一般社団法人家畜改良事業団 

公益社団法人日本食肉格付協会 

合同会社イーラップ 

明治飼糧株式会社 

株式会社十勝家畜人工授精所 

株式会社中嶋製作所 

公益社団法人全国農業共済協会（農業共済新聞） 

富士平工業株式会社 

北海道全日本畜産経営者協会 

独立行政法人農畜産業振興機構 

一般社団法人日本ホルスタイン登録協会 

全国食肉事業協同組合連合会 

全国肉牛事業協同組合 

サージミヤワキ株式会社 

ヨシダエルシス株式会社 

株式会社岡田製作所 

中国物産株式会社 

一般社団法人農山漁村女性・生活活動支援協会 

全農畜産サービス株式会社 

オリオン機械株式会社 

一般社団法人日本養豚協会 

東西産業貿易株式会社 

株式会社大建情報システム 

 一般財団法人畜産環境整備機構 

 有限会社ハーレー牧場 

 有限会社那須高原今牧場 

 ひふみ養蜂園株式会社 

 

 

 

協賛会員のみなさま 

（平成２８年度） 
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協賛広告 

（協賛会員の皆様） 

 

 
 

◆明るい畜産の未来を、遺伝的改良と先進技術でサポートいたします。 

 

公益社団法人 

日本食肉格付協会 
     〒101－0063    東京都千代田区神田淡路町2－1－2 （NCO神田淡路町 2F）    

 
◆公正かつ厳正な格付を実施し、食肉・畜産関係者や消費者の利
益になるよう努めております。 

 
◆公正かつ厳正な格付を実施し、食肉・畜産関係者や消費者の利益になるよう努めてお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 
◆ロール用ネットとラッピング・フィルムの専門会社・イーラップ 

会社コンセプト：信頼あるブランドと価格で畜産農家のコスト削減！ 

 

 
◆酪農、畜産のベストパートナーを目指して、安心・安全な飼料をお届けします。 
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協賛広告 

（協賛会員の皆様） 

 

 
◆家畜の改良を通して、日本の畜産に貢献いたします。 

 

 
◆お客様の経営理念にあった飼料給餌システムを提供することで、共に生きていくこと

を目指しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆営農とくらしに役立つ情報を毎週お届けします。 

 

 
◆日本の獣医療・畜産業と人とペットの豊かな生活を守るため、研究開発・製造販売に

全力で取り組んでおります。 
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協賛広告 

（協賛会員の皆様） 

 

★商系の配合飼料を利用している畜産経営者の団体★

〒060-0809　札幌市北区北9条西4丁目7-1　ガレリアビル6F　TEL 011-747-6380　 FAX 011-747-6384

北海道全日畜
 ＜北海道全日本畜産経営者協会＞

 
◆経営改善について様々な支援活動を行います。(女性対象に相談会・勉強会を実施し

ます♡⤴) 

 

            

 

   

  

 

 

 

 

農畜産物の情報に関するメールマガジンの配信

をしています。希望される方は、機構 HP 

（https://www.alic.go.jp/form/index.html）

から、登録をお願いいたします。 独立行政法人農畜産業振興機構 

〒106-8635 東京都港区麻布台 2－2－1 麻布台ビル 

TEL 03-3583-8196（代表） FAX 03-3582-3397 

 
 
 

 
◆改良の基礎は登録から ホームページ http://hcaj.lin.gr.jp 

 

 
◆ご家庭に、笑顔と安心・安全をお届けする、全国５，０００店のネットワーク。 

 

◆安全で、品質の優れた国産農畜産物を安定的に供給するために、生産者の経営を支援し

ています。 
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協賛広告 

（協賛会員の皆様） 

 
 

  
                                  

        全国肉牛事業協同組合          
   〒105-0003 東京都港区西新橋１－２２－１２ ＪＣビル２Ｆ 
        ＴＥＬ ０３－３５０３－８３８０   ＦＡＸ ０３－３５０３－８３８２      

  

 
  

  h t t p : / / w w w . j c i c - f 1 . j p /       
 

組合員の経営全般をサポート！ 

 
 

 

 
◆弊社は世界一の電気柵メーカー、ガラガー社の日本総代理店です。創業以来、畜産関

連製品を幅広く取り扱っております。 

 

 
◆おつきあいを大切に・・・ ヨシダはあなたのご満足のお手伝いをします。 

 
 

 

 

 

 

 

◆お客様のご要望にトコトン耳を傾けて、最良のご提案をして行きます。 

◆肉用牛経営支援のため、預託、共同購買、福利厚生事業等を実施しています。お気軽に

ご相談下さい。 

TEL:0276-74-3838 FAX:0276-74-5818 
 

Mail:eigyou@okadass.com 
 

URL:http://www.okadass.com 

創意工夫を信条に、お客様と共に･･･ 家畜のふんの堆肥化プラントは 

私たちにおまかせください。 

株式会社 岡田製作所 
 

〒374-0042 群馬県館林市近藤町 318-2 

                            

有機性原料の堆肥化プラント 
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協賛広告 

（協賛会員の皆様） 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 



 
 

20 

協賛広告 

（協賛会員の皆様） 
 

株式会社大建情報システム
〒111-0041 東京都台東区元浅草２丁目６番６号 東京日産台東ビル４階

URL http://www.daiken-system.co.jp

畜産経営管理支援ツールの開発・提供

ＧＩＳエンジン上で稼働する地図情報システムの開発・提供

その他システム化に関するコンサルティング

担当： ビジネス・ソリューショングループ 池田・大竹

 
 

■泥落とし用ブラシマット「ゴシゴシ君」

・毛足の長い丈夫なナイロンブラシで長靴の泥な

ど落としやすい

・コンパクトな150×300mm/組（つなぎ合せ可能）

■踏込み消毒槽

・踏込み易い消毒槽

・深さがあり、しっかり消毒

～畜産生産者のニーズにお応えします。～

全農畜産サービス株式会社

マテリアル事業部
〒135-0041 東京都江東区冬木１１番１７号

℡(03)5245-4871 Fax(03)5245-2424
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.zcss.co.jp

オリジナル防疫・衛生対策資材

養鶏（採卵・ﾌﾞﾛｲﾗｰ）・養豚・養牛（酪農・肉牛）
「関連施設建設・器具器材販売」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆畜産環境整備機構は、系統・商系を問わず、畜産農家の皆さまに低い料率で機械・施

設のリースを実施しています。また、畜産環境問題解決のための技術開発や堆肥分析

などを実施しています。 
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協賛広告 

（協賛会員の皆様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 

22 

協賛広告 

（協賛会員の皆様） 
 
 

 

★ ハチミツお料理
★ はちみつスイーツ

砂糖不使用のヘルシーなお美味さをどうぞ

ひふみ養蜂園 株式会社

創業70年 ・ 本物の蜂屋から本物を
・ハチミツ
・ローヤルゼリー
・プロポリス

「蜂の駅」オープン

★みつろうキャンドル作り体験工房・研修などにおススメ!!

TEL：０１２０－１２３－８３２ 
ヒフミ の ハチミツ

HP：１２３－８３２.com 
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編 集 後 記 
 

 

会員のみなさん、いかがお過ごしですか。 

１１月３０日～１２月１日に開催しました若手後継者育成研修会 in 群馬で

は、お忙しい中、多くの方々にご参加いただき、ありがとうございました。 

特に、一般社団法人家畜改良事業団様、須貝牧場様には、多大なご協力と配

慮を頂きましたことに、感謝申し上げます。 

おかげさまで、ご参加された方々からは貴重な体験ができた、また、養豚・

養鶏経営の方々からも、普段見る機会の少ない牛を見られて、畜種は違えども

良い勉強となったとのお声を頂いております。 

来年度も皆様にとって有意義な研修ができますよう、事務局一同努力してま

いります。 

また、１１月に開催したいきいきネットワーク理事会では、農林水産省生産

局畜産部畜産企画課谷村栄二課長と森武浩一課長補佐にご出席いただきまし

た。理事の方々と活発なご議論をされ、今回のいきいき通信にも森武課長補佐

からメッセージをいただきました。 

年に１回の行政ご担当者との意見交換会の他にも、こういった機会を通じ

て、生産者と農林水産省との繋がりを築いていけたらと思っております。 

 

全国畜産縦断いきいきネットワーク 

事務局 
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編集・発行 

 

全国畜産縦断いきいきネットワーク情報発信担当理事 

全国畜産縦断いきいきネットワーク事務局《（公社）中央畜産会》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL03-6206-083３（事務局直通） FAX03-5289-0890 

e-mail joseinet@sec.lin.gr.jp 

ホームページ http://jlia.lin.gr.jp/joseinet/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権は各執筆者に帰属します。無断転載を禁止します。 

会員を随時募集中です！ 


